
 

 

 

 

 

 

 

「始業式」と「入学式」 
 

〇４月６日は始業式を、翌々日の８日は入学式を挙行いたしました。式辞の内容を皆様にお伝えするために、各式でお話したことのあら

すじ（要約）を書き記しました。 

 

 

 

「小さいことを重ねることが、とんでもないところに行く

ただひとつの道」野球のイチロー選手の名言です。 

受験だろうが、部活の試合やコンクールだろうが、一朝一

夕では成功を掴み取れません。 

コツコツと弱点を減らし、強みを伸ばす努力をしなくては

いけないのです。 

イチローも、毎日小さな積み重ねを何十年も続けてきたか

らこそ、あれほどの偉大な記録を達成したのです。具体的な効果を紹介します。 

「1.01の法則，0.99の法則」 

１を何回かけても，答えは１になります。よって，1の 365乗は１です。ところが，１が 1.01になると，1.01

の 365乗は 37.8です。逆に，１が 0.99になると，0.99の 365乗は 0.03となります。  

 これが何を意味しているかというと，例えば，１が通常の自分だとすると，＋0.01 は努力した自分。つまり，

早起きして英単語３つ覚えるなど，ちょっとでもプラスアルファがあれば，それを毎日(１年間＝365 日)継続す

ることで，１年後には 37.8 倍に成長した自分がいることになります。逆に，－0.01 は怠けた自分。つまり，早

起きしないでいつまでも寝ているとか，部活ばっかりで疲れて家で勉強しないとか，ちょっとでもマイナスなこ

とがあって毎日を過ごすと，１年後にはなんと現在の 0.03 倍になってしまうのです。0.03 倍とは，やっていな

いに等しいです。 

 37.8は 0.03の約 1260倍となります。 

 ちょっとしたがんばりが，１年後には大きな結果をもたらします。１年後，37.8倍の自分になるのか，0.03倍

の自分になるのかは，毎日のちょっとした継続で決まります。 

 日々の違いは目にみえるほどではないかもしれませんが、それを積み重ねることによりとてつもなく大きな違

いになっていきます。 

「小さいけど、毎日頑張ってみようかな」と思って始めるには、きょうが一番よい日です。 

どうですか。 

 

 

 
麗らかな朝、三中自慢の学校花壇が見事に咲き誇っています。そんな春

のよき日、新入生のみなさん、入学おめでとうございます。 

新入生のみなさんはきょうから三中生です。入学にあたって、期待と不

安が入り交じった気持ちでいることと思います。でも、それはみな同じで
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始業式の様子 

８日早朝、誰もいない体育館で「歓迎の言
葉」を話す練習をしていた在校生。 



す。２年生、３年生はここに参列していませんが、明日から上級

生がきっと皆さんの不安を和らげてくれるでしょう。昨日も一

生懸命この会場づくりをしていました。この後の誓いの言葉も

皆さんの心に留まることでしょう。とにかく、頼りになる上級生

です。安心してください。 

 

私からはみなさんに、きょうからすぐに心がけてほしいこと

があります。 

それは、好きなこと、夢中になれることを見つけてほしいと

いうことです。 

「好きに勝るものはなし」といいます。好きなことに夢中にな

ると気持ちが充実してきます。 

気持ちが充実すると、友だちも自然に増え、勉強や部活動も集中して取り組めるから不思議です。 

 

少し極端な話になるかもしれませんが、「さかなクン」の生き方を紹介します。 

「さかなクン」は、好きなことをひたすら追い続けた人です。 

 

「さかなクン」は、静かで目立たないタイプの男の子だったそうです。 

恥ずかしがりやで、おとなしい性格。運動は全くダメ。 

小学２年生のとき、友だちが書いたタコの絵に衝撃を受けたそうです。 

そこから魚に興味をもちはじめ、魚の世界に引き込まれます。 

家での夕食は、毎日タコ料理を作ってもらい、魚を調べるため、図書館・水族館・魚屋・寿司屋などに通いつめます。 

魚の絵を描き続け、部屋に水槽を置いて、魚の飼い方を猛勉強したそうです。 

吹奏楽部を“水槽”学部だと勘違いして入部したという話は有名です。 

また、中学生の時には、カブトガニの人工ふ化を成功させ、地元の

新聞に載りました。 

逆に、そのことで目立ちすぎて、ヤンチャなグループに目をつけら

れてしまいました。 

「そんなに魚がおもしろいのか」「うん、釣りに行けば分かるよ！」と

いう話になり、ヤンチャグループと一緒に釣りに行くことになったそう

です。 

しかし、釣りをしているうちに、とても仲良くなったのだそうです。 

魚を通じて、どんな人でも味方に変えていきます。 

そこに打算は一切なく、好きなものに突っ走っていく…それだけな              

のです。 

好きなものを追い続ける純粋さが、「さかなクン」の自分らしい生き方なのです。 

 

国会で海洋問題の意見を述べるときも、国会内では帽子をかぶることが許されないのですが、ハコフグの帽子を

かぶることができたという話もこれまた有名です。国会も「さかなクン」らしさを認めたのです。 

「『さかなクン』みたいになれたら幸せだろうなぁ。」と思う反面、普通はそこまでなかなか真似はできません。でも、

自分らしく生きるヒントにはなるはずです。 

さあ、三中でいろいろなことに挑戦し、自分らしい好きなものを見つけましょ

う。 

そして、「明日も早く学校へ行きたいな」と思える、充実した毎日になることを

願って式辞とします。 

 

２０２６年 ４月 ８日  麗らかな日 

                町田市立町田第三中学校 校長  鈴木 英顕 

「歓迎の言葉」を話す新入生代表 

名まえを呼ばれ起立する新入生 



 

 

■１年生の先生 

学級 氏名 役職 教科・部活動 

１年学年主任  

副担任 
梶浦 由布子 主任教諭 

国語科 

家庭科部 

１年 A組担任 池田 慎一朗 教諭 
数学科 

野球部・男子バスケットボール部顧問 

１年 B組担任 平片 千尋 教諭 
音楽科 

野球部顧問 

１年 C組担任 渋谷 和浩 教諭 
技術科 

体験活動部顧問 

みどりが丘学級主任  

１年担任  
山﨑 玄 教諭 

理科 

バドミントン部顧問 

みどりが丘学級 

１年担任 
石井 太一 教諭 

保健体育科 

男子バスケットボール部・野球部顧問 

副担任 粉川 美保 教諭 
英語科 

硬式テニス部顧問 

学年付 佐野 直美 主任養護教諭 養護 

 

■２年生の先生 

学級 氏名 役職 教科・部活動 

２年 A組担任 松田 幸恵 主任教諭 
家庭科 

女子バレーボール部顧問 

２年 B組担任 菅原 由祐 教諭 
社会科 

卓球部顧問 

２年 C組担任 市川 孝一 教諭 
社会科 

女子バレーボール部顧問 

２年 D組担任 

２年学年主任 
石田茂治 主幹教諭 

理科 

理科部 

みどりが丘学級 

２年担任  
駒田 優芽 教諭 

英語科 

男子バスケットボール部顧問 

副担任 森本 哲生 教諭 
数学科 

バドミントン部顧問 

副担任 丸橋 千皓 教諭 
国語科 

体験活動部顧問 

みどりが丘学級 

２・３年副担任 
原田 真紀子 教諭 

数学科 

家庭科部顧問 

学年付 中谷 聡子 
非常勤 

教諭 
国語科 

三中教職員の紹介 



■３年生の先生 

学級 氏名 役職 教科・部活動 

３学年主任 

副担任 
原 美希 主任教諭 

数学科 

吹奏楽部顧問 

３年 A組担任 理寛寺 拓希 教諭 
保健体育科 

サッカー部顧問 

３年 B組担任 廣瀬 光恵 主任教諭 
英語科 

卓球部顧問 

３年 C組担任 山口 奨太 教諭 
国語科 

サッカー部 

３年 D組担任 福島 悠太 主幹教諭 
保健体育科 

バドミントン部顧問 

みどりが丘学級 

３年担任 
大窟 笙馬 教諭 

国語科 

硬式テニス部顧問 

副担任 千綿 成紀 教諭 
理科 

吹奏楽部顧問 

みどりが丘学級 

２・３年副担任 
小林 勝 教諭 

社会科 

美術部顧問 

 

■学校職員 他 

事務 特別支援教室専門員 スクールカウンセラー 

麻生 和香子 虎谷 恵子 塩野 優子 

林   和加子 特別支援教育支援員 池田 直樹 

副校長補佐 櫻井 美樹 スクールサポートスタッフ 

髙瀬  忍 中西 淳子 浅沼 温子 

 

〇この他にも、学校運営協議会委員、用務、、各教科時間講師、図書指導員、施設管理員など多くのスタッフに

よって教育活動を行っております。 

 

【保護者の皆様】  

町田第三中学校校長の鈴木 英顕（すずき ひであき）と申します。 

町田第三中学校では、自分らしく、そして自分も仲間も大切にする心を育て、すべての三中生が「５つの大切」を

心に「登校を楽しみにできる学校」を目指します。 

そのために、あらゆる教育活動を通して教職員一同、お子様の成長を支えてまいります。 

何卒、本校の教育活動にご理解とご支援をいただければ幸甚でございます。 

1年間、よろしくお願い申し上げます。                         

 町田市立町田第三中学校教職員一同 


